
■平成30年度ワークショップのまとめ 
 8/27から11/22の間に計5回のワークショップを経て市民意見の抽出と市民案としてのプランを作成しました。 

ワークショップスケジュール 

8/27 14:00-16:00 ＠レストランヴェルデロッソ 

9/8   17:00-19:00 ＠高橋公民館 

「キックオフワークショップ」 

 目的：計画状況の把握、公園の5つのテーマについて考える 

  

9/21 14:00-16:00 ＠スカイホール 

「第一回 市民・地区合同ワークショップ」 

 目的：具体的なイメージの展開(モノコトカードを使ったワークショップ) 

  

10/26 14:00-16:00 @レストランヴェルデロッソ 

「第二回 市民・地区合同ワークショップ」 

 目的：公園のつかい方をシミュレーションする。(ペルソナ法による行動シミュレーション) 

  

11/22 14:00-16:00 @レストランヴェルデロッソ 

「第三回 市民・地区合同ワークショップ」 

 目的：開園までの活動の展開を考える。 

キックオフワークショップ 

 平成29年度から計画している中央公園の第二期整備構想について内容を共有しました。 

また構想の中で策定した中央公園の5つのテーマの中から重要だと思うものを2つ選び、それら

についても議論しました。8/27ではドローンによる敷地の生中継も行いました。 

第一回 市民・地区合同ワークショップ 

 市民ヒアリング、キックオフワークショップで抽出した意見からイメージのモノコトカード

を作成し、各班でやりたいコト、ほしいモノについてイメージをより具体化して議論を行いま

した。 

第二回 市民・地区合同ワークショップ 

 市民ヒアリング・キックオフ、第一回のワークショップまでの意見を参照しながらプラン案

を作成。架空の人物を設定し、そのプランの中で自分とは異なる属性の行動を予測して議論を

行いました。(ペルソナ法) 

内山 美佳(15)

うちやま みか

・豊田市の高校に通う高校一年生。

・陸上部に所属し、市内の運動場をよく使っている。

・インスタをよく使っていて、友達と遊びに行くのが好き。

・

・



■平成30年度ワークショップのまとめ 
 8/27から11/22の間に計5回のワークショップを経て市民意見の抽出と市民案としてのプランを作成しました。 

第三回 市民・地区合同ワークショップ 

 第二回市民・地区合同ワークショップを経て微修正を施したプランを市民ワークショップ案

として共有し、これまでのワークショップを踏まえた計画について再度確認を行った。また、

開園まで10年程度の長い期間を要するため、その間に出来る活動について議論を行った。 

民活広場
ゲストハウス・豊田の食材を活用した民活施設

スタジアム連携
人工芝、クラブハウス、屋外ステージ

サッカーを主体とするグラウンドやクラブハウス
等のスポーツ拠点施設を整備し、音楽等のイベン
トと連携した、日常利用も可能な森に囲まれた価
値の高いスポーツ体験を提供する場所。

例：）スポーツ・ 音楽・ 演劇やダンスといったスタジ　
　　アムと連携したイベント・日常でのピクニック等

ゲート広場・エントランス
イベント広場、民活施設

都心からの玄関口となり、フォレストレガシーパ
ークのシンボル的な空間として、新しい楽しみ方
が期待される場。

例：) 公園のシンボル空間として、待合わせスポットや
　　 、民活施設との連携によるイベントやサインによ
　　る魅力を発信する施設。

民間企業により、食材や木材等市の資源を使って
交流し、新たな魅力や賑わいのコアとなり、レガ
シーである山間部や都市のつながりを実感できる
場所。

例：) 都心では得られない、オープンスペースでのレス
　　トラン・屋台・豊田の名産が飲食できる商業施設
　　が常設された広場。

ビオトープの小川
多自然型で水と触れ合う小川

降雨による増水を観察したり、生物との触れ合い
から川の恵みや災害を知り、森林の役割と川との
つながりを理解する場所。

例：）水遊び・環境学習・災害学習・キャンプ

市民とつくる外環の森
樹林帯・花畑・市民農園

樹林帯の植樹から市民が参加し、整備・管理に継
続して関わる。愛着とともに生きがいをつくり、
森林がより身近で大切な存在として認識される場
所。

交流広場・アスレチック・木製遊具・冒険の森

森の中での生物観察や、豊田市産材で作ったアス
レチックや木工体験により、山間部の文化に触れ
、フォレストレガシーパークのテーマである森林
の価値を実感する場所。

例：）アスレチック遊具などで木に触れ合いながらの
　　　遊び・木の魅力を知るワークショップ・山をお
　　   しゃれに楽しむ・豊田市の植生学習・ピクニック

ハーフメイド広場
ハーフメイド広場・連携広場・樹林帯

市民自らがやりたいことを実行でき、整備や管理
から携わり、森林の大切さとそれに支えられる生
きがいが生み出される場所。

例：) 木の魅力を知ってもらうワークショップ・教育施
　　 設との連携。山をおしゃれに楽しむ・豊田市らし
　　 い植生を学ぶ・ピクニック・まちの食材、山間部
　　 の木材を使った BBQ・食べられる山野草での料理
　　 教室・キャンプ

民活・遊戯系施設 ( 臨時駐車場 )・矢作川連携

停車場線から遠い本エリアは落ち着いた環境の中
、子供たちや若者が過ごせるエリアとして設定。
目的性の高い遊戯系民活やスケボーパークなどが
あり、森林の中でのびのびと新しい遊び方が出来
る場所。また臨時駐車場としても利用する。矢作
川近傍は既存プレイヤーの活動を支える、矢作川
連携拠点。
例：) 遊戯系民活・スケボーパーク
　　臨時駐車場となる芝生広場

自然体験・学び /遊び広場

民活施設・遊戯系施設

交流広場
交流スペース

停車場線の南北の広場は、山間部と都心を繋ぐ、
様々な軽トラ市や朝市などイベントに対応し、山
間部との交流としての新たなつながりが展開する
場所。

例：）山間部の文化を教え合う・食を通じた繋がり・
　　　多世代交流・山の恵みを使ったイベント・地元
　　　野菜マルシェ

森の駐車場

公園利用に必要な駐車場を配置。単なる駐車場で
はなく、木々に囲まれた、フォレストレガシーパ
ークを実感する、森の中の駐車場。

平成30年度中央公園第二期整備事業のワークショップ成果 

市民意見を反映したプラン案 

 市民ヒアリングと第二回市民・地区合同ワークショップまでの市民意見から以下のプラン案を成果と

してまとめました。今後都市計画決定手続きに伴って施設規模等の計画を再検討し、基本設計に向けた

修正を行います。 

第三回 市民・地区合同ワークショップで提示した今後のスケジュール案 

来年度以降の市民活動案 

 第三回市民・地区合同ワークショップの中で用意したワーキンググループ(森づくり、スポーツ、

こども、その他)では以下のような活動の意見が提示されました。 

・こども 

 木工教室、ウォークラリー、失敗しながら成長

する体験教室、プレーパーク 

 

・その他(健康づくり) 

 ラジオ体操やヨガ等の健康体験プログラムを用

意、その後全WGでBBQ体験 

・森づくり 

 森林組合(ウッディーラー)とコラボした森林ツ

アー、森づくりのビジョンの共有、再来年度以降

の苗木の配布 

・スポーツ 

 ランニングやウォーキングコースづくりのため

の体験⇒参加者の心地よい体験を抽出 


